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上を目指すための基礎英文法 文型実践演習 

Part A: 自・他動詞の双方の意味がある動詞 
 
① She  runs  in the park  every day. 
  S    V      M         M 

 （彼女は毎日公園で走つてゐる。） 

 
 
② She  runs  a cafe. 
    S    V    O 

  （彼女は喫茶店を経営してゐる。） 

 
 
③ The concert  begins  at eight o'clock. 
       S        V          M 

  （そのコンサートは八時に始まる。） 

 
 
④ They  began  the concert  at eight o'clock. 
    S      V       O           M 

  （彼らはそのコンサートを八時に始めた。） 

 
 
⑤ He  lives  near the school. 
   S    V         M 

  （彼は学校の近くに住んでゐる。） 

 
 
➅ He  lived  a happy life. 
    S    V      O 

  （彼は幸せな人生を送つた。） 

 
 
⑦ He  moved  to Tokyo. 
   S    V       M 

  （彼は東京へ引つ越した。） 

 
 
⑧ He  moved  the chair. 
   S     V       O 

 （彼は椅子を動かした。） 

 
 
⑨ The house   stands   on the hill. 
       S        V        M 

  （その家は丘の上に立つてゐる。） 

 
 
⑩ I  can't stand   him  anymore. 
  S     V       O      M 

  （私は彼にこれ以上我慢できない。） 

 
 
 
 
 

Part B: 実は他動詞 
 
① He  entered  the room. 
   S     V       O 

  （彼は部屋に入つた。） 

→部屋に enter といふ動詞の力が向かつてゐると、

ネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
② We  discussed  the problem. 
    S      V         O 

 （私たちはその問題について議論した。） 

→討論の議題に discuss といふ動詞の力が向かつて

ゐるとネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
③ He  didn't attend   the party. 
   S       V         O 

 （彼はパーティーに出席しなかつた。） 

→party に attend といふ動詞の力が向かつてゐると、

ネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
④ She  married  Tom. 
    S     V      O 

  （彼女はトムと結婚した。） 

→Tom に marry といふ動詞の力が向かつてゐると、

ネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
⑤ They  will reach  Narita  at eight o'clock. 
   S      V       O         M 

  （彼女たちは成田に八時に到着した。） 

→Narita に reach といふ動詞の力が向かつてゐると、

ネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
➅ He  opposed  the plan. 
     S     V       O 

  （彼はその計画に反対した。） 

→the plan に oppose といふ動詞の力が向かつてゐる

と、ネイティブスピーカーは感じる。 

 
 
⑦ She  approached  him. 
     S       V       O 

  （彼女は彼に近づいた。） 

→him に approach といふ動詞の力が向かつてゐると、

ネイティブスピーカーは感じる。 
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Part C: be 動詞の意味 
 
① He  is not  in the office  today. 
  S    V       M        M 

  （彼は今日事務所にゐません。） 

 
 
② She  is  pretty. 
    S   V   C 

 （彼女は可愛い。） 

 
 
③ He  is  in the hospital  now. 
    S  V      M         M 

  （彼は今病院にゐます。） 

 
 
④ His name  is  Mike. 
     S     V    C 

  （彼の名前はマイクです。） 

 
 
Part D: SVOO⇔SVO＋前置詞＋人の書き換へ 
 
① I  showed  her  some pictures. 
  S    V     O₁      O₂ 

  （私は彼女に何枚か写真を見せた。） 

 
 
② I  showed  some pictures  to her. 
   S    V         O        M 

 （私は何枚か写真を彼女に見せた。） 

 
 
③ My father  gave  me  a book. 
      S       V   O₁    O₂ 

 （私の父は私に本をくれた。） 

 
 
④ My father  gave  a book  to me. 
      S       V     O     M 

 （私の父は本を私にくれた。） 

 
 
⑤ I  cooked  my sister  lunch. 
   S    V       O₁     O₂ 

 （私は妹に昼食を作つた。） 

 
 
➅ I  cooked  lunch  for my sister. 
   S    V     O        M 

 （私は昼食を妹に作つた。） 

 
 
 

⑦ I  made  my grandfather  a chair. 
   S   V         O₁        O₂ 

 （私は祖父に椅子を作つた。） 

 
 
⑧ I  made  a chair  for my grandfather. 
   S   V     O           M 

 （私は椅子を祖父のために作つた。） 

 
 
Part E: SVOC 細則 
 
① There  is  no one  in the room. 
     M   V    S        M 

 （その部屋には誰もゐない。） 

 
 
② There  is  a pen  on the desk. 
     M   V   S       M 

 （机の上にペンがあります。） 

 
 
③ What  is  your favorite sport? 
     C   V        S 

 （あなたの好きなスポーツは何ですか。） 

 
 
④ What  is  your name? 
     C   V     S 

 （あなたの名前は何ですか。） 

 
 
⑤ What sports  do  you  like? 
       O          S    V 

 （あなたは何のスポーツが好きですか。） 

 
 
➅ Who  are  you? 
     C   V    S 

 （あなたは誰ですか。） 

 
 
⑦ Who  is  he? 
    C    V  S 

 （彼は誰ですか。） 

 
 
⑧ Whose bike  is  this? 
       C      V   S 

 （この自転車は誰のものですか。） 

 
 
⑨ Where  is  she? 
     M    V  S 

 （彼女はどこにゐますか。） 
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⑩ Where  does  she  live? 
   M          S    V   

 （彼女はどこに住んでゐますか。） 

 
 
⑪ When  did  you  see  him? 
     M         S   V    O 

 （あなたはいつ彼に会ひましたか。） 

 
 
⑫ How  do  you  go  to school  every day? 
   M        S   V     M        M 

 （あなたはどうやつて毎日学校に行きますか。） 

 
 
⑬ She  is watching  TV. 
    S       V       O 

 （彼女はテレビを見てゐるところです。） 

 
 
⑭ He  was seen  by no one. 
    S     V        M 

 （彼は誰にも見られなかつた。） 

 
 
⑮ This letter  was written  by her. 
      S          V       M 

 （この手紙は彼女によつて書かれました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


